
【資料１】

平 成 ２ ７ 年 度 　 佐 賀 市 立 北 山 東 部 小 学 校    学 校 評 価 結 果

２　本年度 の重点目標

３　目標 ・評価

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当 成果と課題 具体的な改善策・向上策

学

校

運

営

○教員の資質向上 授業力の向上

教頭

研究主任

（吉浦）

B

・全員が研究授業を行い 、講師を招聘した研究会で、指導法

の改善について研修を深めることができた。

・全校スピーチでは、スピーチメモを改善し、聞き手・話し手の

技術向上を意識して取り組めた。

・三瀬小・北山校・巨勢小に目的をもって交流に臨み、自分の

意見を堂々と言えていた。

・全職員で生活や学習のきまりの再確認と共有化を図

り、統一した教室環境づくりができなど、困っている子が

こまらない学校にするためのユニバーサルデザイン 教育

がすすんだ。

・スピーチタイムやプレゼンタイムではいろいろな話題で

意欲的に発表しようとする児童の姿が見られた。特にス

ピーチタイムでは、よりよいスピーチにするために、児童

からポイントを押さえた感想やアドバイスなどが数多く出

された。

・ 今 年 度 は 、複 式 授 業 に つ い て 国 、算 を 中 心 に

研 修 を 行 う ことが で き た 。来 年 度 は 、複 式 学 級

に お け る 体 育 ・図 工 ・ 音 楽 な ど の 技 能 教 科 を 含

む 全 教 科 に わ た って 、 授 業 の 在 り 方 （「 わ た り 」

「 ガ イ ド 学 習 」） に つ い て 、実 践 を 通 した 研 究 を

進 め て い く 必 要 が あ る 。

個に応じたきめ細かな指導の

充実

学力向上コー

ディネーター

（吉浦・中野）

Ｂ

◎ 県 の 学 習 状 況 調 査 や Ｃ Ｒ Ｔ 学 力 検 査 の 結 果 の 考 察 を 行 い 、本 校 児

童 に 必 要 な 手 立 て として ，調 べ た り ま とめ た り す る 活 動 を 多 く 取 り 入

れ ，そ れ に よ り 考 え を 広 め た り 深 め た り す る 子 ど も 同 士 の 学 び 合 い の

質 を 高 め て い く こと 等 を 実 践 す る ことが で き た 。

△ 　校 内 研 で 「 複 式 授 業 形 態 の 確 立 」を め ざ した た め ，目 標 として 掲 げ

た年 ４回 の パ フォ ー マ ン ス 評 価 を 行 う ことが で き な か った 。

△ 　朝 の 時 間 が とれ ず ，国 語 タイ ム を 実 施 で き な か った 。

◎ （ 完 全 習 得 ド リ ル 学 習 ） 井 原 山 チ ャレ ン ジ を 算 数 ２回 漢 字 ２回

行 な った 。児 童 は 、一 生 懸 命 に 取 り 組 み 一 回 で 或 い は 、再 テ ス ト

を して 全 員 が 合 格 した 。

◎ （ 予 定 ）Ｃ Ｒ Ｔ テ ス トの 結 果 は 、個 人 差 が あ る もの の 全 学 年 が 良

好 で あ った 。

◎ 全 国 ・県 学 力 調 査 で は 、殆 ど の 項 目 で 「 十 分 達 成 」 の 結 果 を 得

る ことが で き た 。

△ 　家 庭 で の 学 習 が 個 人 差 は あ る が ，徹 底 す る ことは で き て い

な い 。

○ 　家 庭 で も 意 欲 を 持 って 学 習 に 取 り 組 む こと

が で き る よ う な 課 題 の 出 し 方 や 評 価 方 法 等 の

工 夫 を 行 う 。

○ 来 年 度 も 複 式 学 級 の 中 で 、 児 童 自 身 が 「主 体

的 に 学 ぶ 」 学 習 指 導 や 学 習 の ル ー ル 「ガ イ ド 学

習 」の 定 着 に つ い て 、研 修 を 深 め て い く 必 要 が

あ る 。

△ 年 ４回 の パ フォ ー マ ン ス 評 価 に つ い て は 行 わ

な い 。

△ 　国 語 タイ ム も 実 施 しな い 。

読書活動の推進

図書主任

図書館司書

（大野・姉川）

Ａ

・目標である年間１００冊以上の読書量を児童全員が達成し

た。

・ボランティアによる 朝の読み語りに関心が高く、感想交流が

積極的にできていた。

・ジャンルの広がりにはまだ、個人差が見受けられる。

・ 学 年 に 応 じた 「お す す め の 本 30冊 」を 選 定 し 児 童 に 紹 介 した 。

コー ナ ー を 設 け 個 人 カ ー ド に シ ー ル を 貼 って チ ェ ッ クす る な ど

した の で これ らの 30 冊 を 含 め た 100 冊 読 書 を ほ とん ど の 児 童 が

達 成 で き た 。

・ジ ャン ル の 幅 も広 が って き て い る が 、ま だ 個 人 差 が 見 受 け られ

る 。来 年 度 は 、読 み 物 ば か り で な く 他 の 分 類 の 本 も 読 む よ う な 工

夫 を した い 。

・学期ごとのめやすの読書量を設定し、意

識高揚を図る。

・読み物ばかりでなく他の分類の本も読む

ような工夫が必要がある。

●ＩＣＴ利活用教育の推進
電子黒板やデジタル教材の

活用

情報教育担当

（大野）
A

・電子黒板の利活用が進み、授業実践することができた。ま

た、学校で購入したipadを活用して、児童自身も意欲的に学習

に取り組むことができた。

・デジタル教科書・デジタルコンテンツや自作教材を効果

的に活用して児童の意欲を高め、理解を深めることがで

きた。複式授業において、電子黒板やipadを効果的に活

用することができた。

・保護者に授業参観や通信等でＩＣＴ利活用の状況を知ら

せることができた。

・ 情 報 モ ラ ル に つ い て 、発 達 段 階 や 家 庭 環 境 を

考 慮 して 道 徳 や 学 級 活 動 の 時 間 に 繰 り 返 し 指

導 して い く 必 要 が あ る 。

●小学校低学年の学習環

境の改善充実

基本的な生活習慣・学習習

慣の育成

低学年担任

（大野）
Ｂ

･ 朝 の 会 ・帰 り の 会 や 普 段 の 授 業 で ３点 に つ い て 指 導 して き た が 、十 分

とは い え な い 。。

・音 読 カ ー ド を 毎 日 点 検 し 、練 習 の 成 果 を 見 る た め に 音 読 テ ス ト 等 を

実 施 した 。

・プ レ ゼ ン タイ ム に 対 す る 意 識 づ け が 弱 く 、時 間 確 保 も 難 しか った 。

･ 発 表 に 対 す る 意 欲 は 高 ま って き た が 、相 手 の 話 を 注 意 深 く 集

中 して 聞 く ことが で き な い ことが 見 受 け られ た 。

毎日、児童自ら点検しながら、意識づけを

図る必要がある。

○幼保小中連携
中山間地域の近隣の保小中

との連携の推進

低学年担任

（大野）
Ｂ

･ 連 携 会 議 や 保 育 参 観 や 打 ち 合 わ せ な ど 幼 保 小 連 携 を 密 に す る こと

が で き た 。

・北 山 校 ・三 瀬 校 との 行 事 に 数 回 参 加 して 、交 流 も深 め る ことが で き

た。

・三 瀬 小 の ６ 年 生 や 北 部 保 育 園 を 鬼 火 小 屋 遊 び に 招 待 し 、郷 土 の 良

さを ア ピ ー ル す る ことが で き た 。。

･ 北 部 保 育 園 との 連 絡 協 議 会 や 保 育 参 観 を もつ ことが で き た 。三

瀬 保 育 園 とも 新 入 学 児 の 引 き 継 ぎ や 保 育 参 観 等 な ど 、交 流 連 携

が 深 ま った 。

・ 鬼 火 小 屋 遊 び に 向 け て 、意 欲 的 に 取 り 組 み 、当 日 も 楽 しく 過 ご

す ことが で き た 。上 級 生 として の 意 欲 が 高 ま った 。

・ 三 瀬 保 育 園 との 交 流 学 習 等 も 検 討 して い き た い 。

・保育体験や教諭間の情報交換等の時間

確保のための調整が必要である。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当 成果と課題 具体的な改善策・向上策

●健康・体つくり 全校剣道の充実
剣道担当

（角）
B

・剣 道 ノ ー トや 活 動 目 標 な ど を 提 示 しな が ら 、各 児 童 の 目 標 を 意 識 さ

せ な が ら 指 導 す る ことが で き た 。

・「 剣 道 で 学 ぶ 」 ことは 多 い が 、ふ だ ん の 生 活 に 生 か す こと （ 時 間 を 守

る や 節 度 な ど ） が 十 分 で き な か った 。

・ 剣道に 取り組むことで、あ い さつ 礼儀・ 基本的生活習慣 の徹底 を 図る こ

とができた。

・ 呼び 捨てや乱暴 なことば 遣い など 、今後 も気を つけ ながら 指導 してい き

たい 。

・ 武道としての 剣道の厳しさを 伝える ことの 難しさを 感じた。

・ 日 々 、剣 道 ノ ー トを 点 検 す る ことに よ り 、児 童

の 成 長 や 「 剣 道 で 学 ぶ 」 ことの 意 味 を 考 え させ た

い 。

・ 今 後 とも 基 本 的 な 生 活 習 慣 育 成 の た め 、武 道

教 育 を 進 め て い き た い 。

望ましい食習慣と食の自己

管理能力の育成

食育担当

（内村）
B

・給食時には、全職員で指導を行ないマナーを守った食の指

導を行なった。

・給食週間では、給食に関する集会を行った。

・学校栄養教諭による朝食の大切さの授業を行った。(低・中

学年)

・朝食喫食率は100%で、給食の残菜も0をめざし自分の

食べきれる量を考えながら食事をすることができている。

・しかし朝食については、内容に偏りがある部分もあるの

で家庭と協力しながら、指導していく必要がると考える。

・作物の栽培つくりを通して、食の大切さを学んだ。

・給食時のマナーは継続して指導を行なっ

ていきたい。また、朝食の大切さについて

保健指導や栄養教諭の講話などを入れな

がら指導を行なっていきたい 。

・給食を好き嫌いをせずに、自分に合った

適量を食べることができた。

●心の教育 道徳教育の推進
道徳担当

（吉浦）
Ｂ

◎ ふ れ あ い 道 徳 を 計 画 して い る ことを 事 前 に 保 護 者 に 知 らせ ， 全 ク

ラ ス で 全 保 護 者 とともに 実 践 す る ことが で き た 。

△ 　ふ れ あ い 道 徳 で 学 ん だ ことを ，家 庭 生 活 の 中 で 生 か して い く ことが

で き る ところ ま で の 指 導 に は 至 って い な い 。

◎ 道 徳 の 中 で 学 ん だ 価 値 を ，学 級 指 導 等 の 時 間 を 使 って 実 践

す る ことに よ り ，自 己 有 用 感 の あ る 学 校 経 営 や 学 級 経 営 を 行 う

ことが で き た 。

△ 　山 村 留 学 の た め 里 親 制 度 が あ る 本 校 で は ，学 校 生 活 だ け で

な く ，家 庭 で の 生 活 の 中 で 生 き る よ う な 道 徳 指 導 が 必 要 で あ る 。

「 ふ れ あ い 道 徳 」 の 授 業 前 に ， 学 習 内 容 等 を 保 護 者 に 知 らせ る

ことが で き れ ば ，よ り 効 果 的 な 指 導 に な った の で は な い だ ろ う か 。

○ 　「ふ れ あ い 道 徳 」 の 授 業 前 に ，保 護 者 に 学

習 内 容 を 連 絡 した り ，そ の 授 業 で 使 用 す る 資 料

等 を 配 布 した り す る 。

○ 道 徳 科 の 評 価 結 果 を 児 童 や 保 護 者 に わ か り

や す く 知 らせ る 。

●いじめの問題への対応 人権教育の充実
人権・同和教育

担当（吉浦）
Ｂ

◎ 毎 月 の 人 権 教 室 （ 輪 番 で 全 職 員 行 う ） や ７ 月 の 全 校 平 和 集 会 、「い

の ち の 教 育 」とタイ ア ッ プ した 授 業 の 実 践 す る ことが で き た 。

◎ 「 心 の ア ン ケー ト 」 に よ り 児 童 の 様 子 を 把 握 した り 、 職 員 間 で 情 報 交

換 を した り して 支 援 や 指 導 を 行 う ことが で き た 。

○ ４ 月 と９月 、１月 に 全 校 で 人 権 教 室 を 行 った た め ，１２月 の 人 権 集 会

は 実 施 しな か った 。

△ 相 手 を 大 切 に す る 言 葉 遣 い を 十 分 身 に つ け させ る ことが で き な

か った 。

◎ 職 員 室 の 会 話 の 中 で 日 常 的 に 、 児 童 の 様 子 に つ い て 話 題 に

し 、共 通 理 解 を 深 め る ことが で き た 。

◎ 保 護 者 や 地 域 の 方 との 会 合 の 中 で も 学 校 の 取 り 組 み に つ い

て 説 明 し 、理 解 を 求 め た 。

◎ 教 育 相 談 の 専 門 的 な 諸 機 関 との 連 携 を 図 り 、計 画 的 に 実 施

す る ことに よ り 、児 童 理 解 を 深 め る ことが で き た 。

△ 児 童 一 人 一 人 の 欲 す る ことを 深 く的 確 に 把 握 し ，効 果 的 な 指

導 を 行 う ところ ま で は 至 って い な い 。

○ 学 習 中 だ け で な く 生 活 の 中 で も 「さん 」 づ け で

呼 ぶ 指 導 や て い ね い な 言 葉 で 話 す 指 導 を 徹 底

す る ことに よ り ，相 手 を 大 切 に しよ う とす る 気

持 ち を 育 て る 。

○ 年 に １ 度 、児 童 が 主 体 とな って 取 り 組 む 「人 権

集 会 」を 行 う ことに よ り ，人 権 に つ い て 深 く 考 え

させ る 機 会 とす る 。

○生徒指導 きめ細かな個別指導の充実

生徒指導

担当

（中野）

B

・毎 月 の 生 徒 指 導 ・教 育 相 談 連 絡 会 で 共 通 理 解 を 図 り 、組 織 的 な 体 制

で 取 り 組 む ことが で き た 。

・一 年 間 通 して の 生 活 目 標 を 設 定 し 、学 期 ご とに 自 己 評 価 させ 点 検 す

る ことで 、意 識 づ け る ことが で き た 。

○ 職 員 室 の 会 話 の 中 で 日 常 的 に 、 児 童 の 様 子 に つ い て 話 題 に

し 、共 通 理 解 を 深 め る ことが で き た 。

○ 保 護 者 や 地 域 の 方 との 会 合 の 中 で も 学 校 の 取 り 組 み に つ い

て 説 明 し 、理 解 を 求 め た 。

○ 教 育 相 談 の 専 門 的 な 諸 機 関 との 連 携 を 図 り 、計 画 的 に 実 施

す る ことに よ り 、児 童 理 解 を 深 め る ことが で き た 。

・ 職 員 間 の み な らず 、保 護 者 との 連 携 を い っそ う

推 し 進 め 、児 童 理 解 の い っそ う の 推 進 と 共 通 実

践 に 努 め て い く 必 要 が あ る 。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当 成果と課題 具体的な改善策・向上策

○学校経営方針 本年度の重点目標の周知
校長

B

・各会議等での説明を行うことができた。

・保護者アンケート・職員アンケートの結果からおおむね周知

されていることが窺える。

○ほぼ毎日のホームページの更新により、閲覧者が増

加するとともにきめ細やかな情報提供が進んだ。

○毎月の保護者会等で学校目標や児童の様子のつい

て話し合い、学校経営方針について理解していただいて

いる。

・ 地 域 の 方 の 行 事 等 へ の 参 加 に 課 題 が あ る 。

学 校 便 り を は じめ 、学 校 行 事 へ の 誘 い や 地 域

行 事 へ の 参 加 な ど の 機 会 に 、周 知 ・理 解 を 求 め

て い く 。さらに 周 知 ・理 解 を 図 って い き た い 。

○開かれた学校作り 開かれた学校作りの推進
校長

教頭
Ｂ

・学校便りは、これまでの配布方法を改めて自治会長に依頼

するなどで全て校区内全戸に配送することができた。

・総合的な学習では、地域や山村留学を題材とした取組がで

きた。

○学校便りは地域の全世帯へ、学級便りは１１月以降保

護者・実親・里親に定期的に配布・配送し、学校での様

子を知らせることができた。

○「総合的な学習の時間」では地域や山村留学について

学習し、福岡市役所で広報活動を行ったり，「ふるさと文

化祭」で発表したりと成果を上げることができた。

・ 以 前 か ら 続 い て い る 全 世 帯 へ の 「餅 配 り 」や 地

域 に 出 か け て の 新 た な 活 動 （ 環 境 美 化 の ポ ス

ター 貼 り な ど ） も行 う ことは で き た が 、児 童 の い な

い 地 区 ・新 入 学 児 童 予 定 宅 へ の ア ピ ー ル を 更

に 工 夫 して い く 必 要 が あ る 。

特

定

課

題

○山村留学の継続・発展 山村留学の継続・発展

山村留学

担当

（教頭・吉浦）

Ａ

・年度当初に年間計画で計画していたことは、大きな問題等

はなく、無事に執り行うことができた。

・短期留学・長期留学募集時 の福岡市役所でのプレゼンで、

北山東部小の良さを児童の手でアピールできた。

・今年３名の長期留学生を受け入れたが、里親・実親・実行

委員会・地域と連携を取りながら、これまで無事に学校生活を

送らせることができた。

・ホームページへの細やかな情報発信により、新年度の

留学生の応募が最近ではまれな７件もあった。里親決め

等苦慮するなど次年度の山村留学生 を確保することがで

きそうである。

・行事の内容が伝統的で固定化したもの・地域の人の協

力なしではできないもの 等が多い 。児童主体での活動は

難しかったが、その中でも、児童自身が地域の人と触れ

合いながら活動することができた。

・ 里 親 が 減 少 す る 中 、 継 続 して い く ことの 難 しさ

を 抱 え て い る が 、み ん な で 協 力 して い く ことを 確

認 で き た 。ま た 、里 親 制 度 だ け で な く 、他 の 制 度

(寮 方 式 や 家 族 方 式 ) も 併 用 す る よ う な 体 制 を 、

実 行 委 員 会 と 相 談 しな が ら 整 え て い く 必 要 が あ

る 。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
担当 成果と課題 具体的な改善策・向上策

○教員の資質向上
教職員の服務規律の保持に

対する意識向上
教頭 Ｂ

・職員会議・連絡会時に「職員の誓い 」を唱和したり、通知文

等での事例等の読み合わせをしたりして服務規律の保持関

係について話すことができた。

・通知文については回覧し、必要に応じて印刷・配布して具体

的に指導するこごできた。

○日常的な会話においても機会あるごとに服務規律の

保持について話題にし，意識付けすることができた。

○新聞記事等から関連記事について職員に情報提供を

随時行い ，意識を高めることができた。

・ 報 告 ・ 連 絡 ・ 相 談 に つ い て 「これ く らい は ・・ 」 と

い う 意 識 か ら 不 十 分 に な って しま う こともあ った 。

更 に 高 い 意 識 を 持 て る よ う 指 導 して い く 必 要 が

あ る 。

○危機管理

職員の危機管理の意識向上

と危機管理体制の整備の充

実

教頭

中野
Ｂ

・危機管理マニュアルの一部(不審者侵入等に関わる不備)を

改訂した。

・地震・火災避難では、緊急地震速報を想定した訓練を行うこ

とができた。

○校内の危機管理マニュアルの改訂だけでなく，通学路

の点検を行った後の整備要求，スクールゾーンの設置な

ど児童の安全に係る活動ができた。

・ 職 員 お よ び 児 童 の 危 機 意 識 に つ い て は 必 ず

しも 高 い とは 言 え な い 。外 部 の 指 導 者 を 招 聘 し 、

様 々 な 場 面 を 想 定 した 訓 練 の 充 実 や 研 修 を

行 って い く 必 要 が あ る 。・

●は共通評価項目、○は独自評価項目

４　本年度 のまとめ・ 次年度 の 課題

・「井原山チャレンジ（完全習得ドリル学習）」で全員90点以上をめざ

す。

・年４回のパフォーマンス評価で８割の児童の結果を向上させる。

・児童の１００冊以上(おすすめの本を含む）読書量を目指す。児童の

達成率１００％。

・読書のジャンルを広げ、質の向上をめざす。

１　学校教育目標

「伝統・文化を大切にし、心豊かで、心身共にたくましい、東部っ子の育成」

①自ら学ぶ子ども ………めあて持って学習に臨み、自分の考えを持ち、学びいながら交流を愉しむ。

②豊かに薫る子ども ……自然豊かな郷土にあって、読書に親しみ、知識・技能を深めるととも、思いやりのある心・感動する心を持つ。

③逞しく生きる子ども……厳しい 自然の下、武道の精神を学び、礼節を重んじる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学 校 経 営 ビ ジョン

① 児童も職員も安心して通える、一人一人に居場所のある学校づくりをめざす。

② 小規模校のよさを生かし、全ての児童を全ての職員が協働して育てる。

③ 学校と保護者、地域社会が連携を深め、児童の健全な育成を図る。

④ 職員の資質向上を図る。

学校教育目標『伝統・文化を大切にし、心豊かで、心身共にたくましい、東

部っ子の育成』から、小規模小集団の中でも、ふるさとを愛し、社会性を身

につけたたくましい児童の育成を図って行く。そのために以下のような重点

項目に力を入れて取り組んでいく。

①山村留学制度の充実

②命と人権教育の推進

③生活の約束『４つのあ』のあいさつ・あんぜん・ありがとう・あとかたづ

け活動の推進

④幼保小連携や小中連携教育の推進

⑤ふるさと体験活動の充実

⑥校内研究の推進

⑦ ICT を利活用した授業の推進

⑧共に高め合う「スピーチタイム」や「プレゼンタイム」の充実

⑨外国語活動の時間の充実

⑩武道（剣道）教育の充実

◆　学力向上のため、基礎的・基本的な面ではこれまでの方策を引き続き継続的に行っていくことが必要である。活用力・応用力を育むためには何よりも授業の質を更に高めていくことが必要である。来年度は，学年別複式指導の確立をめざした校内研究を進め，個々の授業

について振返り・検討・改善といったことについて職員相互が協力して取り組んでいきたい 。

◆　小学生新聞の活用など，今後も知識基盤社会に対応できるよう，社会常識や情報社会に明るい 児童の育成に、より一層力をいれていきたい 。

◆　地元児童・山村留学生が共に切磋琢磨して成長していくために，児童理解を更に細やかに行い，個々の場面においても共通した指導・支援が行われるように教育相談を進めていきたい 。

◆　「開かれた学校」を推進するため，山村留学育成会 とのさらなる連携・協働による「地域密着型の学校」の良さや学校の教育活動について，校区内を中心としてアピールを積極的に行っていきたい 。

◆　地域連携については、これまでの取組に加え，地域人材での山村留学支援ボランティア人材バンクの洗い 出しや体制づくり、さらに充実した活動を実施していきたい。地域の方々と児童・職員の交流について更に工夫していくことが求められる。

４ 　 前 年 度 の 成 果 と 課 題

　※評 価

Ａ( 十分達成している)　　 Ｂ (おおむね達成している)

Ｃ (やや不十分である)　　　Ｄ (不十分である)

・「あいさつ・あ んぜん・あ りがとう･あ としまつ」の活動ができた児童をスターシー

ルなどを活用してほめる。全校の場でも紹介する。

・生徒指導・教育相談連絡会を毎月開き、気になる子どもに対して、全職員共通理

解の上で、きめ細かに対応する。

・毎日の全校帰りの会で、交通安全や防犯意識を高める指導を行う。

・デジタル教科書等を利用した教材提示を行い 、児童の興味関心や

理解を高める授業を実践する。

・全学級で情報モラルの授業を実践する。
・ＩＣＴ利活用教育 に係る職員研修を実施する。

・情報モラルに係る研修会・講話を実施する。

特

定

課

題

・家庭学習の習慣化のために、家庭と連携して、生活・音読点検を徹

底する。

・職員・児童に周知徹底し、授業・帰りの会等で全職員で指導し、あらゆる機会

に,[まっすぐ挙手・はっきり「はい」と返事・すっと起立]の３点についての評価を行

う。

・音読カードを配布し、毎日点検し、表現力の向上を図る。

・プレゼンタイムなど様々な発表の場を設け 、意欲を持たせる。

・近隣の保小中それぞれと３回以上の連携に関する活動を行う。

・総合的な学習・生活科との関連を図り、郷土の良さを伝えようとす

る意欲を育てる。

・北部保育園と行事を中心に交流活動を年3回以上行う。

・北山中、三瀬中と年２回以上の教育相談活動を行う。

・鬼火小屋作りや鬼火焚きなどの地域の伝統的な行事を取り上げ近隣の学校に

向けてアピールする 。

教

育

活

動

●学力の向上

具体的目標

具体的目標

学

校

運

営

・教職員・児童・保護者の周知率を９割以上とする。

・学級だより、学校だより、学校ホームページ等による情報発信を拡

大する。

・保護者だけでなく、地域の方も含めた学校行事を充実させる。

教

育

活

動

・剣道を通して自分の体力づくりに関心をもたせ、進んで運動をする

態度を育てる。

・剣道を通して礼儀正しい態度を身に着けさせる 。

・朝食の内容・重要性について、学年に応じて児童に考えさせ、実践

させる。

・学校給食を活用し，健全な食生活と食事マナーの習得に取り組む。

給食を残さず食べる。９５％以上。食事中・食後のマナーの定着を図

る。

・楽しい会食を工夫できる児童を育てる。

・年１回以上、全学級でふれあい道徳の授業公開を行う。

・生活の約束『４つのあ 』活動の定着を図る。『４つのあ 』を進んでで

きる児童が１００％。

・基本的な行動様式の定着を図り、気になる子どもに対して全職員で

支援する。

・安全教育の指導の徹底を図る。

具体的方策

学

校

運

営

教職員の服務規律の保持に対する意識を向上する。

・職員会議や連絡会で、毎回服務規律について話題を提示し、職員の意識を高め

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・通

知文は、全員に配布し、必ず管理職より補足説明をする。

・日常的に事案・事件、事故の情報提供を行う。

危機管理マニュアルをもとに不審者侵入を始めとする避難訓練で全

員が自分の役割を遂行する。

・本校の実態に応じた危機管理マニュアルを作成する。

・年３回以上の避難訓練を行う。

・避難訓練の１回は不審者侵入に対するものにする。

②　規律正 しい生活 ・全校剣道 を通 して 心身 ともに充実した児童 を育 でる。

① 　あらゆる場面 で自信 を持 って 自己表現 できる 確かな 学力を身 につけた 児童を育 てる。

評価及びその理由

・児童一人ひとりが大切にされる学校・学級をめざす。

・「いじめ０」の継続。

・全職員で取り組み、児童の人権意識を高める。

評価及びその理由

・月に１回人権教室の実施（学期に１回、校長・教頭・養護教諭も行う。）

・毎学期，全校での人権学習・集会の実施。

・保健の「いのちの教育」とタイアップした授業の実践。

・12月の全校人権集会の実施。

・月１回の「心のアンケート」を活用した、各児童の実態に応じたより具体的な指導

の実践。

具体的目標

・自分の授業を振り返り、指導技能の向上に努める。

・校内研究を通して学習過程の在り方を明確にする。

・全員研究授業を１回以上行う。

・剣道ノートを利用して、自分の目標や稽古について振り返らせ、運動に対する意

欲を高めさせる。

・生活の場で礼儀正しい態度で過ごせたことを賞賛する。

　 前 年 度 に 比 べ て 診 断 を 厳 し く う け と め な け れ ば な ら な い 項 目 が あ っ た 。 小 さ な 学 校 の 特 性 を 生 か し た 学 校 づ く り 、 子 ど も を 中 心 に 据 え た 学 校 づ く り 、 困 る 子 ど も が 困 ら な い 学 習 ・ 生 活 環 境 づ く り 、 さ ら に き め 細 か な 情 報 提 供 や 保 護 者 と 担 任 等 と の 情 報 の 共 有 化 ・ 連 携 に 取 り 組 ん で い く 。 総 括 す る

と 下 記 の よ う な 成 果 と 課 題 が あ げ ら れ る 。

① 　 将 来 を 見 据 え た い ろ い ろ な 場 面 や 大 き な 集 団 の な か で も 自 己 表 現 で き る 確 か な 学 力 を 身 に つ け た 児 童 を 育 て る 。

 　・全 教 員 が 公 開 授 業 ・授 業 研 究 会 を 行 うこと によ り ， 児 童 に確 か な 学 力 を つ ける ため の 複 式 指 導 の 研 鑽 を 積 む こと が できた 。 ま た ， 児 童 の 言 語 活 動 や 多 様 性 を 尊 重 し た 授 業 の 構 築 を 進 め る こと が できた 。

　 ・授 業 ・全 校 スピ ー チ・プ レ ゼ ン タ イム ・ 交 流 学 習 等 々 の 場 で ，「いつ でも 　 ど こでも 　 だれ と でも 」を 合 い 言 葉 に， 常 に 自 己 表 現 を 意 識 さ せ る 活 動 を 行 うこと が でき 、 児 童 に 力 を つ ける こと が できた 。

　 ・年 2回 2学 期 ・学 年 末 に 行 う「井 原 山 チャレ ン ジ 」・個 別 の 指 導 等 を 通 し て 基 礎 的 ・基 本 的 な 学 力 の 定 着 につ いては 一 定 の 成 果 が 見 られ た 。し か し ， 活 用 力 ・応 用 力 と いった 面 で 力 を 伸 ば す ため には 更 に 工 夫 が 必 要 である 。

　 ・全 児 童 １００ 冊 以 上 の 読 書 達 成 ・ICTを 活 用 し た 学 習 の 推 進 ・他 の 小 学 校 と の 交 流 学 習 など 学 力 向 上 の ため の 取 り組み を 計 画 的 に 行 うこと が できた 。

② 　 「 基 本 的 な 生 活 ・ 学 習 習 慣 な く し て 学 力 向 上 な し 」 と 考 え 、 規 律 正 し い 生 活 ・ 全 校 剣 道 を 通 し て 心 身 と も に 充 実 し た 児 童 を 育 で る 。

　 ・生 活 点 検 カー ド 取 り組 み によ り 保 護 者 と の 連 携 を 図 った。 基 本 的 な 生 活 習 慣 の 確 立 につ いての 共 通 理 解 を 得 る こと が できている 。

　 ・全 校 児 童 が 意 欲 的 に 剣 道 に取 り組 み ， 心 身 の 成 長 を 図 る こと が できた 。

　 ・教 育 相 談 につ いて 計 画 的 に外 部 か ら 講 師 を 招 き研 修 を 行 うこと が できた 。児 童 につ いての 共 通 認 識 を 持 つ こと が でき ， 全 般 的 には 職 員 によ る 一 致 し た 指 導 を 行 うこと もできた 。 し か し ，個 々 の 場 面 での 指 導 につ いては 更 に職 員 間 の 共 通 理 解 を 図 る こと も 必 要 である 。

③ 　 地 域 か ら 信 頼 さ れ 、 地 域 と 連 携 し た 豊 か な 体 験 活 動 が 充 実 し た 学 校 と な る 。

　 ・地 域 連 携 につ いて 、 今 年 度 も生 活 科 ・「総 合 的 な学 習 の 時 間 」を 利 用 し て 児 童 が 地 域 へ 出 か けて 地 域 の 良 さ を 味 わ う活 動 を 多 く 設 定 す る こと が できた 。 更 に職 員 が 積 極 的 に 地 域 へ 働 きか ける よ うな 取 組 につ いて 工 夫 し ていく 必 要 が ある 。

　 ・「総 合 的 な 学 習 の 時 間 」の 内 容 ・ボ ラン テ ィ ア 活 動 の 内 容 等 を 見 直 し ， 児 童 の いない 地 区 へ も 積 極 的 に 職 員 ・児 童 が 出 か け、 連 携 を 図 る こと が あま りできなか った 。

④ 　 そ の 他

　 ・職 員 およ び 児 童 の 危 機 意 識 につ いては 必 ず し も 高 いと は 言 えない 。 様 々 な場 面 を 想 定 し た 訓 練 の 充 実 や 研 修 だけでなく ，常 に 危 機 意 識 を 持った 行 動 を 心 が けていく 必 要 が ある 。 ・

◆ 　 学 力 向 上 の ため 、基 礎 的 ・基 本 的 な 面 では これ ま での 方 策 を 引 き続 き継 続 的 に行 っていくこと が 必 要 である 。活 用 力 ・応 用 力 を 育 む ため には 何 よ りも 授 業 の 質 を 更 に 高 め ていくこと が 必 要 である 。 学 年 別 複 式 指 導 の 確 立 を め ざ し た 研 修 を 進 め ， 個 々 の 授 業 につ いて 振 返 り・検 討 ・改 善 と いったこと につ いて 職 員 相 互 が 協 力

し て 取 り組 ん でいきたい 。

◆ 　 小 学 生 新 聞 の 活 用 など ， 今 後 も知 識 基 盤 社 会 に 対 応 できる よ う ，社 会 常 識 や 情 報 社 会 に 明 る い 児 童 の 育 成 に 、 よ り一 層 力 を いれ ていきたい 。

◆ 　 地 元 児 童 ・山 村 留 学 生 が 共 に 切 磋 琢 磨 し て 成 長 し ていくため に ， 児 童 理 解 を 更 に細 や か に 行 い ，個 々 の 場 面 においても 共 通 し た 指 導 ・支 援 が 行 わ れ る よ うに 教 育 相 談 を 進 め ていきたい 。

◆ 　「開 か れ た 学 校 」を 推 進 す る ため ， 山 村 留 学 育 成 会 と の さ らなる 連 携 ・協 働 によ る 「地 域 密 着 型 の 学 校 」の 良 さ や 学 校 の 教 育 活 動 につ いて ，校 区 内 を 中 心 と し てアピ ー ル を 積 極 的 に 行 っていきたい 。

◆ 　 地 域 連 携 につ いては 、 これ ま での 取 組 に 加 え， 地 域 人 材 での 山 村 留 学 支 援 ボ ラン テ ィ ア 人 材 バ ン クの 洗 い 出 し や 体 制 づ くり、 さ らに 充 実 し た 活 動 を 実 施 し ていきたい 。 地 域 の 方 々 と 児 童 ・職 員 の 交 流 につ いて 更 に工 夫 し ていくこと が 求 め られ る 。

評価及びその理由

評価及びその理由

③　地域から 信頼され ，地域 と連携 した豊 かな 体験活動 が 充実した 学校づくりを 行 う。

・保護者・地域と協力し山村留学の継続・発展ができる 学校をめざ

す。

・山村留学実行委員会と協力して、山村留学のできる学校としてのよさを 工夫して

アピールする。

・地域に根ざした学校として、様々な行事を地域の方と一体になって実施する。ま

た、里親方式と寮方式の併用による方式を確立していく。

・家庭、地域、学校の役割分担を明確にするとともに、留学生の期待に応えられる

ように里親さんへの支援体制や週末里親(２日里親)制などの新たな取り組み構築

する。

本 年 度 の 重 点 目 標 に 含 ま れ な い 共 通 評 価 項 目

具体的目標

具体的方策

・毎週月曜日に朝読書・読み語り（ボランティア）を実施する。

・多読者の紹介（図書館だより）・表彰をする。

・図書館祭り・各図書館系募集等を利用して全分類の図書の貸し出しができるよ

うな取り組みを行う。

・学年に応じた「おすすめの本」を紹介し、読書の質の向上を図る。

・国語タイムを有効に活用し、繰り返し学習を行い 、学習内容の定着を図る。

・毎日の家庭学習についても個に応じた課題を出し、日常的に丁寧な対応を行う。

加えて、自主学習を奨励し、手立てを講じる。

・県の学習状況調査やＣＲＴ学力検査の結果の考察を行い、指導に生かす。

・自分の考えを書いたり説明したりする、ノート指導の手立てを工夫する。

・自分の授業を記録にとり、自己授業評価シートで振り返ることで、自己研鑽を深

める。

・校内研究で全員授業を行い 、事後の研究会の中で検証しあい、授業力を高め

る。

・講師を招聘し、研究会を充実したものにする。

・各種研修会への参加を奨励する。

・全校スピーチにおける指導やプレゼンタイムを 充実させ、技能の向上とともに意

欲喚起を図る。

・小学生新聞を購読したり、国語辞典を常時置いたり、「きらきら算数コーナー」を

設置したりと、環境面で学びの刺激的サポートを講じる。

具体的方策

・学校便りは、保護者・山村留学生の実親・地域全戸に配布する。

・実親には、学級便りや学校での子どもの様子が分かる写真等も一緒に送る。

・「総合的な学習の時間」の内容・ボランティア活動の内容等を見直し、児童のい

ない地区へも積極的に職員・児童が出かけ 、連携を図る。

・学校の活動をアピールし、地域の方の学校行事への参加を促す。

・職員会議、全校集会等で説明する。

・学校便り、山村留学総会･育友会総会などで周知し、具体的取り組みを説明す

る。

・地域参加の各行事ごとに周知を図る。

具体的方策

・生命尊重・家族愛を中心とした価値項目で授業を実践し、よりよい 生き方を保護

者と一緒に考えさせる。

・学級活動や給食週間の取組を通して指導する。

・全職員による給食指導を行う。高学年が家庭科で学習した会食の仕方等、給食

時間を利用して全児童に広める。


